












序―蒙古襲来と英雄伝承
第1編　「百合若大臣」の誕生―宇佐八幡の鷹と鍛冶
　第1章　日本の「百合若大臣」―幸若・説経・古浄瑠璃／第2章　「百合若大臣」の原拠を尋ねる
　第3章　「百合若説経」（壱岐・対馬）の伝承世界／
  第4章　「百合若説経」と幸若・説経・古浄瑠璃/結章　「百合若大臣」の生成
第2編　日本の英雄伝承
　第1章　日本の語り物文芸―英雄叙事詩をめぐって／
　第2章　「百合若大臣」「甲賀三郎」の伝承世界
　第3章　英雄伝承としての「田村三代」―馬飼文化と観音信仰
第3篇　聖徳太子の変貌
　第1章　聖徳太子の兵法―文保本系「太子伝」をめぐって／
　第2章　聖徳太子流兵法の行方―「油日大明神縁起」をめぐって

■神道集説話の成立【在庫僅少】18000円
　折口信夫・筑土鈴寛の提唱した唱導文学の研究を、中世の神々の物語である『神道集』によって展開する、著者の半生
　をかけた論攷編である。　
■曾我物語の成立　16000円
　曽我御霊鎮魂の《語り》から、宗教・歴史・民俗・政治が複雑に絡みあいながら『曽我物語』の誕生に至る足跡を、実証的　 
　な方法を用いて解明を試みる。
■神語りの誕生ー折口学の深化をめざす　9800円
　折口学が説く「国文学の発生」の仮説を巫女、神女からの聞き取りや実地採訪調査から解明する。
■昔話から御伽草子へー室町物語と民間伝承　5500円　
　日本固有の精神世界のなかで豊かな土壌を築き上げた民間伝承。民間文芸と記載文芸をつなぐ道筋を解き明かす。
■安居院作『神道集』の成立　8500円
　『神道集』は誰によって編まれたのか。安居院流唱導僧の東国における活動の実態と教学・文書・縁起類を丁寧に分析し
　その問いに答える。
■放鷹文化と社寺縁起　8500円
　自然（白鳥）と文明（鍛冶）のはざまを拓く放鷹文化。日本における社寺縁起の原風景に迫る。　
■甲賀忍者軍団と真田幸村の原像　1700円
　諏訪縁起など中世の縁起物語で知られる甲賀三郎物語。甲賀三郎を祖と仰ぐ望月氏の系譜を紐解く。
■唱導文学研究第1～12集　完結　各7670～8500円
■鉄文化を拓く　炭焼長者　4500円　■鷹と鍛冶の文化を拓く　百合若大臣　4500円
■英雄叙事詩　アイヌ・日本からユーラシアへ　3500円
■講座日本の伝承文学1～10　完結
　１伝承文学とは何か4368円／２韻文文学〈歌〉の世界5335円／３散文文学〈物語〉の世界5335円／
　４散文文学〈説話〉の世界／５宗教伝承の世界5500円／６芸能伝承の世界5500円／
　７在地伝承の世界【東日本】5800円／８在地伝承の世界【西日本】5800円／９口頭伝承〈トナエ・ウタ　・コトワザ〉の世
　界／10口頭伝承〈ヨミ・カタリ・ハナシ〉の世界　品切れ
■幸若舞曲研究１～10　別巻　事典・総索引　各8252～10485円　完結
■中世語り物文芸　2524円　■伝承文学の視界　2200円　■日本文学の原風景　2900円
■神話の中世　2500円　■沖縄の伝承遺産を拓く　2800円
■琉球の伝承文化を歩く八重山・石垣島の伝説昔話（一）1500円■琉球の伝承文化を歩く八重山・石垣
島の伝説昔話（二）2000円
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内容案内

イソップ絵本はどこからきたのか

中世の挿絵に端を発したイギリスとフランスのイソップ絵本。室町
時代にキリスト教宣教師が伝え「伊曽保物語」として刊行、日本
風にアレンジされた日本のイソップ絵本。ストーリーや教訓、登場
する動物の違いを比較し、お国柄があらわれる、色彩豊かな絵と
文章による表現の個性を堪能してください。

貴店印

『エソポのハブラス』（1593）から始まって多様な受容へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤康子）
カクストンから動物画家の活躍の場へ、絵本へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三宅興子）
「イソップ寓話」からラ・フォンテーヌの『寓話』へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高岡厚子）

講談社と小学館のイソップ絵本　　　　　　（加藤康子）
「金の斧、銀の斧」の神さまの姿
　　　―日本と英・仏の比較―　　　　　　（三宅興子）

日本の狐の擬人化
　　　―江戸中期から明治初期の例―　　　（加藤康子）
明治初期に翻訳されたイギリスの「イソップ寓話」二書
をめぐって　　　　　　　　　　　　　　　（三宅興子）
「イソップ寓話」の伝播をめぐって   　　　　（高岡厚子）

　イソップ寓話の国際比較と取り組んで

日英仏文化の環流














